













実物頒布 を目的 とした 「プ レスアル ト」 と
呼ばれる雑誌が京都で出版 された。当時,
日本国内でデザインに関す る雑誌,書 籍は
厂広告 界」「アフィッシュ」 な ど,い くつ
か出版 されていたが,こ の 厂プ レスアル
ト」 のよ うに実物の広告物,ポ ス ターや
リーフレットな どを頒布する例は他に少な
く,ま たその出版がマスコミあるいは広告
デザ インの中心である東京ではな く,言 わ
ばその中心を離れたともい うべ き関西か ら
なされたということ,多 くのデザ イナ ーが
無償で本誌に寄稿 した こと,な どの点から
「プ レスアル ト」 は,注 目され るべ きユ
ニークな雑誌である と思われる。厂プ レス
アル ト」誌 はその後,幾 多の変遷 を経なが
らも,形 を変え現在 も出版が続けられてい
る。非常に息の長い出版物であるが,本 稿






「プレスアル ト」誌 は京都で古本屋 を営
んでいた脇清吉が京都高等工芸学校(現 京
都工芸繊維大学)の 向井寛三郎,霜 島之彦,
本野精吾 の三教授 を顧問に結成 した 「プレ
スアル ト研究会」 の機関誌として出版 され
た。"印刷美術"を 意味するエスペ ラン ト



































せ,そ れに対 して他のデザイナーが批評 な
ど意見を述べる といった,誌 上を通 じての
意見交換やデザイン論の論議が展開された。
また研究会が座談会を主催するなど,「プ
レスアル ト」 を介して,デ ザイナー同士は
横のつなが りを広めることがで きた。研究





そ ういった造形運動の基盤の一つ に 厂プレ




は 「プレスアル ト」 という機関が働いたか
らだとも言 われている。関西のデザイナー
の まとめ役,関 西 と関東の橋渡 しそ ういっ
た役割 を 「プレスアル ト」は果た していた
といえよう。そんな 「プ レスアル ト」も第
2次世界大戦の戦局が厳 しくな り,敗戦気
運が見え隠れす る1944年(昭和19年>3月,








デザイナーの多 くが戦争 と関わ り,政府の
統制下で苦 しんだ様子が伺えるのである。




吉やデザ イナー等 の熱意,企 業の協 力 と
いった ものがここにも感 じられるのである。
1967年(昭和42年)「日本の広告美術 一明
治 ・大正 ・昭和」 と題 されてポスター,新
聞広告,パ ッケージに関する書籍が美術出
版社 から出版されたが,そ れに掲載 された
図版に 「プレスアル ト」で集められた広告
印刷物が多い に活用 された とい う。「プ レ





を専 門 とす る学校や学科が設立 されつつ
あった1930年代,そ れら企業デザ イナーや
デザ イン科学生に国内のデザ インワークの
状況を伝え,小 さいなが らもデザ インを論
じる場を提供 し,資 料 となる広告物を安価
で しか も購読者には何の収集の手 間も取 ら
さずに頒布す る本誌の存在は貴重であ り,
このような雑誌の出現 は情報過疎 とも言 え
る当時,多 くのデザ イナーが望んでいたこ
とであろう。関西 をはじめ とする多 くのデ
ザイナーの熱意 によって支えられ起動 して
いた 「プレスアル ト」は,日 本の近代デザ
イン史上の初期において,造 形運動の一端
を担 うもの として,見 逃せない動 きと考 え
られる。
(にしむら・みか)
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